
第106回 三方眼古奥塾 (′ 15,8,20)

洪 自議 (1561～ 1616)『 菜根薄』(その3-23)
かた             おもむき

 各るにはあらず。名利の諄を |1 山林 の楽 しみ を諄る者 は未だ必ず しも真 に山林 の 趣 を
'

厭 う者は、未だ必ず しも尽 く名利 の 情 を忘 るるにはあ らず。      後集 1  1

(意訳) 世俗を離れた自然の中の楽 しみをことさらに吹聴す る者は、まだ必ず しもほん と

うにその閑居 した生活の風流な趣 を会得 してはいない。

また、名誉や利欲の話 をした り、聞いた りすることをことさらに嫌 う者は、まだ必ず し

も名誉や利益を求める心を捨て去ってはいない。

(余 説)何か と自己顕示欲 を露わに見せ る場面をよく目にする昨今です。「味噌の味 I19臭 き

は上味噌にあらず。悟 りの悟 り臭きは上悟 りにあらず」 といいます。 自我の塊は、一番始

末に負 えません。 これはいろいろな面に応用できます。「教師の教師臭きは……」「坊主

の坊主臭きは……」「学者の学者臭きは……」な どな どです。立川談志が 「正義をふ りか

ざす奴ほ ど、たちが悪い奴はいない」 も言つていま したが同感です。

生 と死、苦 と楽、是 と非、善 と悪、自と他などの対立概念 を捨て去って しま うことを、
ほうげじやく

禅では「放下著」 と言つて重要視 し、逸話が数多 くあ りますが同 じよ うなことで しょう。

西郷隆盛の有名な言葉 「金 もい らぬ、命 もい らぬ、名誉もい らぬ人が一番扱いにくい」
ほうげじやく

は、この「放下著」を体得 した人、自分を捨てきることのできる人のことを言つているの

だろ うと思います。

1 2 水 に釣 るは逸事 なるも、尚お、生殺 の柄 を持す。変棋は清戯なるも、且つ戦争  |
|  の心を動かす。見るべし、事を喜ぶは事を省くの適為 るに如かず。多能 は無能の真  |1        し

                           後集 2  11  を全くするに若かざるを。

(意訳) 釣 りは浮世離れ した風流な遊びである。 しか し、そのなかには魚を生か しも殺 し

もす る心を隠 しているのである。囲碁は世事に関わ らない高尚な遊び事のように見える。

しか し、そのなかにも勝負にこだわる争い戦 う心が動いている。

これで明 らかなよ うに、何か物事をなして喜ぶ ことは、何 もせずに悠々自適 してことに

は及ばない、多 くの能力を持う ことは、何の能力 も持たないことで人間の本来の姿を全 う

することには及ばないことを見極めるべきである。

(余 説) 私の趣味は、釣 り歴 20年、囲碁歴 50年だけに、この蔵言はよくわか ります。

助けた亀に連れ られて、竜宮城に招かれ、乙姫様に歓待を受け、タイや ヒラメの舞い踊 り
なりわい

を見た浦 島太郎 も、その生業は タイや ヒラメを獲 って殺す こ とだつたはず です。

囲碁 の用語 には 「陣 を築 く 。陣 を崩す 。攻 める 。守 る 。切 る 。殺す 。死ぬ・ 逃 げ る 。生

きる」な どがあ り、風流な趣味 に してはなかなか物騒 です。
しん

前半の趣 旨と後半 との関連がやや難解ですが、「無能の真を全くする」については、なん

ら能力、才能を有しないことが生まれ持つ性を全うすることになるという、老子の「無為 自然」

や荘子の「無用の用」に通ずるものだと思います。

(参 考)中国古諺 「1時間、幸せにな りたかつた ら○を飲みなさい。 3日 間、幸せにな りた

かった ら○○ しなさい。8日 間、幸せにな りたかつた ら○を殺 して食べなさい。永遠に、

幸せにな りたかつた ら○○を覚 えなさい。」 ○に何 を入れますか ?(答 えは次頁最後)

‐
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3 鶯花茂くして山濃やかに谷艶なるは、総て是れ乾坤の幻境なり。水木落ちて石痩せ
|

嵯枯れて、綾 に天地の真吾を見る。                 後集 3  1
うくヽ すヽ

(意訳) 鶯 が美 しい声で鳴き、花が咲き乱れ、山も谷 もあでやかな美 しい春の姿は、
まぼろし

すべて天地の仮 の 幻 の姿であって、ほん とうの美 しさではない。

谷川 の水 も枯れ、木立の紅葉 も落 ち着 くし、石 の苔は消 え、崖 の木 々 も枯れた晩秋

の姿にこそ、すべての虚飾 を去 った天地の真実の姿 を見 ることができる。

(余 説) 古来、和歌や俳句、水墨画や盆栽な どでは、「俗気がなくさつぱ りしている中に

深い趣がある」 とされます。世俗の空 しさを説いているのは、現象界にある物質的存在に

は固定的実体はなく、空であるとする、般 若 心 経の 「色即是空」の境地に近いものです。
けんこん

乾坤は、儒家経典五経の一つ、易経か らきています。 もとは占いの書ですが、安岡正篤

は易 と人生哲学 (竹井出版)に 「易は千古不変の思想学問である」 と書いています。

易経では、この世を構成する 「気」には、陰 と陽の二つがあ り、それが組み合わさって

天地万物を構成 し、宇宙の現象 を引き起こす とされています。陽交 と陰交二つの組み合わ
は つ け

せ で人卦 とな ります。 陽交三つが乾の卦 で天 とし、陰交三つが坤で地 とな ります。
けんこんいつてき

そこで 「乾坤」は、世界全体を象徴する語 とな り、天地をかけた大勝負 を 「乾坤一椰」

とも言います。大韓民国 (韓 国)の国旗・太極旗は、中央の円は宇宙の本体である太極 と

陰・陽二気を、四つの卦は天・地・水・火などを表 しているそ うです。

(参 考)藤原定家 「見渡せば 花 ももみ じも なか りけ り 浦の苫屋の 秋の夕暮れ」

1 4 歳月は本 より長 し。而かれ どもど
｀
しき者 は自ら促れ りとす。天地は本 より |

1     ひろ                いや             せま                        かん                 :

1 曇壌
'暁

亀L弓鰊iFま
自ら陰しとす。M雪月は本より間な気而

堪iも
|

(意 訳) 歳月は もとも と悠長 な もので ある。 けれ ども、気ぜ わ しい人間は、 自分でせ き立

てて歳月 を短 くしてい る。天地 とい うものは も とも と広 々 とした もので ある。 ところが、

度 量が小 さく見識 の低い人間は、 自分か ら世 の中を狭い ものに してい る。

夏の風 、春 の花 、冬 の雪、秋 の月 な ど四季折 々の風情は、 も ともとの どかで ゆつた りし

た ものである。 けれ ども、心があ くせ くして 自ら辛苦す る人間は、それ を楽 しむ ゆ とりが

な く、それ を自分でむだでわず らわ しい ものに してい る。

(余 説) 「人生は考 え方次第で変わ る。人生の結果 =考 え方 ×熱意 ×能力」は、稲盛和夫氏

の言葉です。 また中村天風 の 「人生は心一つの置 き どころ」 も、私は 日頃か ら大切 に して

い ます。 その時の心の状態が、成功 を生み、また失敗 に追いや るこ とにな ります。

具体的 には、事 ある時 も事 なき時 も、常 にその心が泰然不動 の状態であるとか、常 に心

の平安 を確保す る とか、清濁併せ呑む寛容 さとか、積極的 とかで しょ うか。

(参 考)山 岡鉄舟 「晴れて よ し 曇 りて もよ し 富士の山 もとの姿は 変わ らざ りけ り」

(剣豪、幕臣、駿府での西郷との単独会見、明治政府高官 183← 1888)

ア レン 「自分の思いが人生 を創 る」「良い思いが良い実 を結ぶ」 (イ ギリスの法学者 )

'               【2の答は「酒・結婚・豚・釣り」でした。】
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